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GeorgeEliotはHardyと な らんでregionalismの 作 家 と して英 文学 に対 す る貢 献は

大 きいが,特 に小 説に おけ る方言 の開拓者 と して も特 筆 に値 す る作 家で あ る。 方言 は古 く

か ら文学 の中 に と り入 れ られ て きたが,そ の機 能 は一 般 に地 方色 や身 分 をあ らわす こ とに

あ った。 一方,GeorgeEliotやHardyに い た って,方 言 は 彼 らの 文学 の本 質 にかかわ

る重要 な意 義 を持 つ ようにな る。 彼 らにあ って方 言は小説 の勃興 と共 に英 文学 に入 りこん

だrealismと,19世 紀 に入 り英小説 界 に入 りこんだregionalismと の産物 として とらえ

るべ きであ る。

まず18世 紀前 半,小 説 の勃興 と共 に,い わゆ るrealismな る要素が文 学に入 りこみ,散

文 文学 の と りあげ る対象 は,王 侯 貴族 や聖書 に まつわ る物 語 よ り個人 や庶 民へ と変化 した 。

この変化 は 当然文 体上 に も影 響を及 ば し,ramanceを 飾 っていた高度 に修辞的 な文体 よ り

nOvel特 有 の平 易な 口語体へ と変化す る。 この文体上 のrealiSmは 小 説界 に と どまる も

のでは な く,WordsworthがLyricalBallad(1798)に て詩語 を廃 止 し平 易な 日常語 を

用 い る よ う努 めた の も 同様 の動機 に よるもので あろ う。GeorgeEliotやHardyが はば

か る ことな く方 言 を文 学作 品の中 に と り入れ るこ とが 出来 たの も,こ の よ うな流れ を くん

での ことであ る。更 に,こ の方 言使 用 に 拍 車 をかけた のはregiOnaliSmの 流行 であ る。

Rousseou,Wordsworth,Crabbe,Cowper等 の影 響の もとに19世 紀 前半,地 方 色豊か な

文学 が もてはや され た が,GeorgeEliotやHardyは 彼 ら自身 の地理 的環境 の特 質を存分

に発 揮 し,独 自の世 界 を開拓 したの であ る。

この小論 に てはGeorgeEliot初 期 の一連 の田園小説 よ り ・44α11zBedeを え らび,そ

こに登場 す るrusticの ことば の一 面を考察 してみ たい。

この作 品 のrusticspeechの 母体 とな るの はStaffordshireの 方 言であ る。標 準語 と方

言 とい う言語 の相違 は当然 の ことなが ら,そ の文体 に も影響 を及 ぼ し,こ の作 品 では この

二種 類 の会話 体 が巧み に交 差 し,色 彩:豊か な模 様を織 りなす。 標準語 を話す 集団を構成 す

るのは牧 師 のIrwine家 と地主 のDonnithorne家 であ る。方 言を話す 集団 を構成す るの

は大工 のBede家 と農夫 のPoyser家 であ る。方 言を 話 す集団 には 主 人公AdamBede

や脇役 中の 中 心人物 で あるMrsPoyserが 属 してい るため,こ の小説 におけ る 方 言は質

量共 にGeorgeEliotの 作 品に おけ る方 言研究 に対す る貢献 が もっ とも大 で ある。

標 準語に よる文体 を基準 と し,方 言 に よる文体 をそれ か らの`deviation'と して考え る

な らば,抽 象的,客 観的,そ して時には平担 で さえ ある標 準語 の文 体 に対 し,方 言の文体

は主観 的,迂 回的,か つ表 現性 に とみ感情的 色彩 が非常 に濃厚 であ る。 この ような文体効

果 を あげ る文 法的,修 辞 的手 法はhあ るが,こ の作 品 におい て特 に 目立 つ手法 は,実 例(以

下`illustration'と 記す)の 使用 で ある。 具体的 には 直 喩,as-ifclause,諺 ふ うの 表現

(proverbialsaying)及 び`nomore～than',`mightaswell'等 比較 の 文 形 に もとつ く

表 現 であ り,こ れ らの表現 形式 に共 通す る心理 作用 は,ふ たつ の物 の間 に類 似(analogy)
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を見 つけ る こ とにあ る。一 般 に直 喩やas-ifclauseはrusticspeechに よ くあ らわれ,

Hardy小 説 はそ の よい例 であ るがGeorgeEliotは 更に徹 底的 に この種 のillustrationに

も とつ く表現 を開拓 した観が あ る。

Mrs.poyser'sreadinessatillustrationistoomuchapeculiarityofthe

author'sownforustosupposeitborrowedfromanother.Allhischaracters

arerichinthisgift...2

この よ うに具体的 なillustrationを 用 い る根本的 動機 は多少 ともあい まいな意 味内容 を

具体 的な イ メージで もって簡 潔,明 快 に相手に伝達 す る ことに あ る。た だ し,こ のイ メ ー

ジの使用 も単 に実用的理 由にのみ もとつ くものでは な く,一 般 にrusticは イ メー ジの使 用

を非常 に好む傾 向にあ る。人 間 の思考 方法 は こ とぽでは な く,ま つ 絵 で もって始 め られ た

こ とを 考 慮すれ ば このimage-thinkingは 不 可抗 力な 人間 の 衝 動 ともい え よ う。 とにか

く,抽 象的,普 遍的表 現 よ りは具体 的 な事物 に もとつ くイ メージの方が は るか に面 白味 を

多 くあた え る ことは た しかで ある。Rusticの 用 い るイ メー一ジは 詩人 が用 い るイ メージが

持 つ精神 的 な啓発 力に欠 けては い るものの,や は り鋭 い観察 と概 念的思考 との産物 で あ り

ふた つ の物 の間 に類似 性を見つ け る とい う単 純 な心理 作 用で さえ も宇宙 に存 在す る普遍的

法則 や人 生 に存 在す る普遍的 真理探 究 の産物 で あ る。

さて ここで,illustrationと い う文 体手 法 の性 質 をそ の表 現形式 にそ うて考察 してみ る。

勿論 このillustrationに も比 喩的(figurative)な もの と 字義 通 り(literal)な もの とが

あ るが,文 体 論 で問 題 とな るのは 比 喩的 な ものであ る。Illustrationの 基本 形式 は もっ と

も簡 潔 な表現 形式 を もつ直 喩を考 えてみ て も明 らか なご とく,ふ たつ の物(以 下XとYと

い う記号 で表 わす)の 間 にあ る共通 性(以 下Aと い う記号 で表 わす)を 認 め る ことに よ り

成 り立 つ表現 であ る。 つ ま り前 述 の如 くXとYと の間),rY`.種の類似 を見つ け る心理 作用が

この表 現形式 の基盤 に ある。 た だ しこ こで注意 すべ きは比 喩的なillustrationに おい てX

とYと は異 な る次元 に属す る物 であ り,か か る物 の間に類似 を見つ け るのであ るか ら比 喩

的 なの である。 この点が 字義通 りのillustrationと の 相違 点で ある。 字義 通 りのillus'

trationに おい てXとYは 文 字通 り比較が行 なわれ てい るので あ って,比 喩的色彩 は皆無

で ある。

更 に,比 喩的 なillustratianの 形 式 におい てXとYと は対 等 の価値 を有 してい るので は

な く,あ くまで も一 方(X)が 主体(tenor)で あ り,他 方(Y)はXの 性質(A)を 明確 に伝達

す るため の単 な る媒 介物(vehicle)で ある。

又,こ のillustrationの 使 用は その意味 内容 に よ り二種 類 に分 類 出来 る。強意(lnten-

sification)と 叙述(Description)と で ある。 強意 の場合 は単 にXとYと の間 に類似 の存

在す る事 そ の ものの指 摘が 目的 ではな く,更 に一歩 進ん でXの 性質 の度合 を強め るのが 目

的 であ り,そ の形式 は`XisasAasY'(強 意 的直 喩)及 び この形 式 に還元 しうる形式 を

とる。 叙述 の場 合は単 な る様 態 の叙述 が 目的 で あるか らXとYと の間 にいか な る種 類 の類

似 が いかな る程 度に存 在す るか とい うことの指 摘が 目的 ではな く,類 似が存 在す る とい う

事 実 そ のものの指 摘 が 目的 であ る。従 って,そ の表 現形式 には しぽ しぼAが 表現 され ず,

XとYと が直接 結合 され,AはXとYと の 関係 に よ り暗示 され るのみで ある。`Xislike

Y'(叙 述 的 直喩)及 び これ に還 元 しうる形式 がそれ であ る。

しか し用例 に よっては単 な る叙 述 か又 は強 意 であ るか を判 断す るに困難 な ものが あ る。

これ はた とえ ば強 意的 直喩が 元来は単 な る叙述 で あった ものが使い古 され て慣 用句 とな り
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強意的表現へ と変化 した事を考慮すれぽ 当然の事 であ り,illustrationの 用例の分類に関

しては話者の心理状態や文脈を十分に考慮する必要がある。

1強 意 的 なillustration

(1)強 意 的 直 喩

強意 的なillustrotionの 最 も代表的 な ものが強意 的直喩 であ り,こ れ は昔 か ら英国 の俗

語 や方 言に使用 され て来た。 まず 直喩的表現 におい て興 味あ るのはいか な る物 を比 喩の対

象 つ ま りYと して選択 す るか とい うことである。Rusticの ご とく社 会的,地 理 的生 活環

境 を共 にす る者達 の間に あってはYの 選択性 にあ る程度 の共通性 が あ り,そ こか らrustic

の興 味の対 象 想像 力 の範囲 を推 測 しうるのであ る。 こ こで便宜 上 ・4面〃zB846のrustic

speechに あ らわれ る直喩(強 意的 直喩 と後 に述べ る叙述 的直 喩)を 一括 して,Yを 分類

してみ ると,動,植 物 に関す る物 が全 体 の1んを占め,次 いで人間 に関す る もの,そ して天

然 現象に関す る ものとつづ く。都会生活や近 代社会 を連 想 させ る ものは皆無 とい って よ く,

田園地方 とい う地域 性 を如実 に物 語 ってい る。今,強 意的直喩 か ら少 々例 をあげてお く。

asuneasyasanewshearedsheep,groonasloudasyourcowdid,asstill

asabird,asblackassloes,asyellowasacrow-flower

更に強意的 直喩には伝統 的な直 喩 とい うものが存在 す るが,こ れ は前述 の如 く強意 的直

喩 とは叙述的 直喩が慣用化 した ものだか らで ある。Rusticが 人 口に月會奥 した既 製 の直 喩を

愛用す るのは彼 らが 目新 しさ よ りも実 用性 と親密 性を重 じるた めで あろ うが,陳 腐 な直 喩

を素 直に使 用す る ところが彼 らの もつ素朴 な魅 力で ある。

ある程度 以上の教育 を受 けた者が 直喩 をあま り用いぬ理 由はまず 第一 に陳 腐な比 喩を用

い るの も教 養の程が わか り,さ りとて新 奇 な比 喩を 日常会話 に と り入れ るの も不 自然か つ

気 どった印象 をあたえ るとい うことと,第 二 に一 般に標準語 に よる話 しことばは事務的 で,

不必要 な修 辞を さけ る傾向 にあ るため,直 喩の ごとき感情 的色彩 の濃 い誇 張的表現 を さけ

る もの と思われ る。

(2)Nomore^-than

AdamBedeの 特 色のひ とつ は強意 的直喩 の外 に比較 の形式`nomore～than'に よる

強意 的表現 を活 用 した こ とであ る。 い まふ たつ例を あげて この形式 が強意 に用 いられ た時

の説 明を してみ る。

youknewnomoreo'whatbelongstoworkwhenyoucomeherethan

themawkini'thefield.3

この文 の内容 は否定 の意味 を肯定 的 表現 に還 元すれ ば直喩形式(XisasAasY)で 表現

出来 る。

youareasignoranto'whatbelongstoworkwhenyoncomehereasthe

mawkini'thefield.

次 の文 も同様 である。

Hebearsmenomoremalicenoralamb.¢

Heisasmeekasalambtome.

この`nomore～than'の 形式にお いてはXの 性質(A)は 明記 され,し か も上 記の よ うな

文 においてはYはAの 度合 をつ よめ るために用 い られ てい るのであ るか ら強意 的直喩 と同

様 の機能 を有 してい ることにな る。 もちろん`XisasAasY'の 形式 も単 な る叙 述的直 喩
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に 終 る こ と が あ る よ う に`nomore～than'の 形 式 も 単 な る 叙 述 に お わ る 例 も あ る 。 し か

し こ こ で は 強 意 的 な 用 例 の み 少 し あ げ て お く 。

asiso'nomoreusenorthegillyfloweronthewa11.5

hecouldnomoreha'donewi'outmenoronesideo'thescissarscan

dowi'outth'others

wi'nomorehead=piecenorasparrow.?

takenomorecarewhatyou'rethinkingofthanifyourheadsweregu-

ttersforanyrubbishtoswillthroughthathappanedtobeintheway.8

thereisnomoremovingyouthantherootedtree.9

Ir叙 述 的 なillustration

この表現 の特 質は前述 の如 く,類 似 が存在す るとい う事 実そ の ものの指摘が あ るだ けで

あ り,い かな る点に て類似 が存在 す るか とい う説 明はない。従 って この表現 形式 の面 白味

はいか に機 知 に とんだ関 係 をXとYと の間に成 立 させ るか にあ る。 文体 的効果 を あげ るた

め にはXとYと は ある程 度 の距離 を もつ必要が あ るが,同 時 に又聞 き手 にXとYと の類似

性 の推 測 を不 可能 にす る程,あ るいはXとYと の結 合を不 自然 にす るほ ど距離 が あ きす ぎ

て もい けない ので あ り,こ の辺 が話 し手 の機知 の見せ場 であ る。 ただ し話者 は しば しばX

とYと の関 係 を明確 にす る補足的 内容 の文(Aに 相当す る内容 の文)をillustrationの 前

か後 に配置 して い るの で,実 際 にはXとYと の関 係が不 明な こ とはない。

(1)叙 述 的 直 喩

叙 述的 なillustrationの 最 も→般的 な ものは叙述的 直喩 であ り,`XislikeY'の 形式

を とること が多い。AdamBedeに お いては この種 の直 喩が強意的 直喩 の約2倍 の55個 あ

らわれ るが,そ れ は この形式 が文体 手法 として簡単 な ものであ り,誰 で も手 軽 に利 用 しう

る ところに あ る。 従 って平 凡な内容 の ものが多 く文 体的効果 もあま り目立 たぬ ので ここで

は用例 を あげ るのを省略す る。

(2)As-ifclause

As-zfclauseは 叙述 的直 喩 よ りも よ り説 明的,分 析的 比 喩を 必 要 とす る時に 使用 され

る傾 向にあ る。何 故 な らこの表 現形式 は直 喩ほ ど固定 していないた め,よ り複雑 で独創 的

な内容 を比喩 の対 象 に もち 出す こ とが 出来 るためで あ る。 た だ し前述 の如 くこの形式 には
`A'は 記述 され ていな いため

,補 足的 な説 明 の文が 後 に配置 され る こ とが多 く,全 体 とし

て冗長 な観 を呈す るこ とが多い。 直喩 の ごと く単 刀直入 で強烈 なイ メ ージをあたえ る こと

は不 可能 で ある。 よほ ど 機知 に とんだ もの であれ ばrustic特 有 の物 の見方 と ユ ーモ ラス

な表 現態 度を反映 し1紋 切型 の直 喩 とはまた こ とな った面 白味 を出す ので,そ の よ うな例

を少 しあげ てお く。

ForthemMethodissesmakefolksbelieveasiftheytakea-mugo'drink

extry,an'maketheirselvesabitcomfortable....io

It'snouse-lookingonlifeasifitzvasTreddles'onfair,wherefolksonly

gotoseeshowsandgetfairings.11

…it'slikeasゲ ッ・u'dbeenC・ ・dinga .feasta-modhadgotth.esmellofit

fvryourpains.12

(3)Mightaswell
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叙 述 的 なillustrationの 中 で 最 も面 白味 を 発 揮 す る の は`mightaswell'の 文 形 と次

に のべ る諺 ふ うの 表 現 とで あ る。 直 喩 やQS-ifclauseは あ ま り機 知 に 恵 まれ ぬ 者 で も簡

単 に使 い こ な せ る 形 式 で あ り,従 っ て 平 凡 な 内 容 の もの が 多 くな りが ち で あ る。 一 方,

`
mightaswell'や 諺 ふ うの 表 現 は あ る程 度 の知 性 と雄 弁 を有 して い る者 で な けれ ぽ 即 興

的 な 会 話 体 の 中 に これ ら の形 式 を 織 り込 む こ とは 困難 で あ り,少 数 の 人 物 の会 話 体 の 中 に

集 中 的 に あ ら わ れ る 傾 向 に あ る。A6α 〃3Bedeに お い て はMrsPoyserが こ れ ら の形 式

を も っ と も頻 繁 に使 用 す る人 物 で あ る。 こ のMrsPoyserは ・4ぬ12zB646き っ て の 雄 弁

家 で あ り,rusticspeechの 諸 相 を提 供 す る者 と して そ の貢 献 は 大 で あ る か ら,ご く簡 単

に彼 女 の性 格 を 紹 介 して お く必 要 が あ ろ う。

農 夫 で あ るMrPoyserの 妻 で あ る彼 女 は,少 々の ん きな 夫 とは 対 照 的 に 機 敏 な知 性 と

弾 力 性 あ る機 知 に恵 まれ,彼 女 の こ とば の もつ 鋭 さは 村 中 の 評 判 で あ る。 今 こ こで 彼 女 の

文 体 を 特 色 づ け る こ とば を作 中 人 物 の コ メ ン トか らひ ろ って み る。`hiswife'swordswe.

re,asusual,ratherincisivethansoothing'(MrPoyser),`shesayssuchsharpthi-

ngstoo'(MrsIrwine),`lfhertongue'skeen,herheart'stender'(Adam)こ のAdam

の こ とば で も わ か る よ うに 彼 女 の 深 い 愛[青 も又 彼 女 の魅 力 の ひ とつ で あ る。

彼 女 の機 知 と雄 弁 はillUstratiOnの も つ 文 体 効 果 を十 分 に発 揮 す る こ とが 出 来,充 実 し

た 内 容 の 面 白 い 表 現 が 出来 上 る。`Mightaswell'に よ るillustrationの 用 例 は こ の作 品

の 中 に8個 あ ら わ れ る が そ の うち6個 ま でがMrsPoyserの も の で あ り,次 に あ げ る用 例

は す べ て 彼 女 の もの で あ る。 ご く卑 近 な も の をYに え らび な が ら も,そ れ をXと 結 合 させ

る こ とに よ り非 常 に精 彩 に 豊 ん だ 文 体 を つ く るの が 彼 女 の才 能 で あ る。

…forwhere'stheuseofawomanhavingbrainsofherownifshe'stac -

kledtoageckaseverybody'sa-laughingat?57z(ヲ 〃zガ9乃孟aswelldf-e∬herself

finetositback'ardsonadonkey.ls

youHaightaswellbeckontoflatflyingswallow,asaskDinahtocome

an'liveherecomfortable,likeotherfolks.14

1t'sallaysthewaywi'themmeekfacedpeople;youノ ノzαッ'Sて σ8〃peltabag

o,feathersaStalktO,em.15

(4)諺 ふ うの 表 現

こ の 作 品 に お い て は 諺 ふ うの表 現 も よ くあ ら われ る。 この 表 現 に お い てXは 前 後 の 文 脈

で示 され,諺 ふ うの 表 現 そ の も の はYの み を あ ら わ し て い る。 こ の 表 現 は 性 質 上 教 訓 的 で

あ るが,A4α ノπB846に お い て は 辛 辣 な 内 容 の もの が 多 くや は り機 知 の見 せ 場 で あ りMrs

poyserが 活 躍 す る。 この 作 品 に は14個 の用 例 が あ らわ れ,そ の内7個 が 彼 女 の用 い る も

の で あ る。

こ こ でXに 相 当 す る文 脈 の 説 明 を 加 え つ つ 用 例 を 少 しあ げ て お く。

主 人 公Adamは 仕 事 もせ ず 酒 に ひ た る父 へ の 腹 い せ に 家 出 を し よ う と思 うが,後 に 残

る母 や 弟 の こ とを 考 え 次 の よ うに 述 べ て 自分 を 諌 め る。

Apigア7zα ッpopeItrsyaoseinfothetroughandthinko'刀o'乃 ガ〃goutsideZC;

butifyou'vegotaman'sheartandsoulinyou,youcan'tbeeasya-making

yourownbedan'leavingtheresttolieonthestones.ls

MrsPoyserは 姪 のDinahが メ ソデ ィス トで あ る こ とに 好 感 が も てず,メ ソデ ィス ト

風 の物 の考 え 方 の 不 可 解 さ を皮 肉 っ て次 の よ うに い う。
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ButIsupposeyoumustbeaMethodisttoknowwhataMethodist'ull

do.1〆5〃gue∬ 加9whatthebatsare/Z♪ 励9after.17

狡 猜 な 老 地 主Donnithorneも 又MrsPoyserの 非 難 の 的 で あ る。 汗 水 た ら して 働 く

の は 我h百 姓 で あ り,甘 い 汁 を 吸 うの は お 前 さ ん達 地 主 で あ る との べ,地 主 に 面 と 向 っ て

次 の よ うに い う。

13utthere'∫ ノb♂々 5'udh.oldasieveunder伽 勿 ηz.ρandexpectto6σ πソ

awaytheω 鷹 砿18

MrsPoyserの 毒 舌 的 な諺 ふ うの 表 現 も それ 自身 価 値 あ る こ とを 認 め,村 の牧 師Mr

Irwineは 次 の よ うに述 べ る。

…hertangueislikeanew-setrazor .She'squiteoriginalinhertalk,

too;oneofthoseuntaughtwitsthathelptostockacountrywithproverbs.ls

以上強意 的,叙 述 的illustrationの 用 例を羅列 したの であ るが,次 に文脈 との密接 な関

連性 を考慮 しつつillUStratiOnの 機能 を 考察 す る必要が あ る。 前述 の ごと く直喩やas-if

clauseに よるillustrotionはGeorgeEliotの 作品 に限 らずrusticspeechに よくあ ら

われ るが,AdamBedeの 特色は 更 に`nomore～than'`mightaswell'諺 ふ うの表現

及 び これ らに相 当す る 表現形式 を 活用 した ことにあ る。 しか もこれ らはMrsPoyserの

会話体 に特に集 中的 に あらわれ る。 そ こで,彼 女 の文体 を中心 にA4α 規i-iに おけ る

illustrotionの 機能 を さ ぐってみ る。

彼女 の ことぽ はユ ーモアに豊 んでい るが,や は り機知 が文 体効果 の中心 とな る。 しか も

そ の機知 はillustrationの 使 用に最 もよ く発 揮 され る。 自己 の経験 や鋭い観察 に もとつ く

比 喩を即 興的 な会 話体 の中G'見 事 に織 り込 み,鮮 明 なイ メージに豊 んだ寸鉄人 を刺 す表現

を 自由 自在 に駆 使す る。 そ の雄弁 さにおい ては彼女 の右 に出 る者はGeorgeEliotの 描 く

rusticに はいない と言 え よ う。

特 に`nomore～than'`mightaswell'及 び諺ふ うの 表現 を 使 用す る時 の 彼女 の心理

状態 には一種 の共 通性が ある。 それ は何 らかの理 由で彼 女が不平,不 満を感 じでい る時 で

あ り,感 情的興奮 を この形式 に託 して爆発 させ,一 種 の`relief'を 得 てい るのであ る。 彼

女 の不平,不 満 の種 に もっともな りやす いのは 彼女 自身 の姪であ るDinahと 夫 の姪 であ

るHettyと で あ り,こ の両者につ いて直接 的,間 接 的に言及す る時に は,illustrationが

よく用い られ る傾 向にあ る。`Mightaswell'や 諺ふ うの表現 は それ 自身強 意的表現 では

ないが,MrsPoyserの 場 合は とりわ け事 態 を誇張化 して表現 したい時 な どに用い られ る

のであ り,そ の使用 の仕方 そ のものは常 に感情的 色彩がつ よい。誇 張的効果 のあ る諺ふ う

の表現 の例 をひ とつ あげ てみ る。Dinahは しば しPoyser家 に 滞在 したのち 再 び荒涼 と

した北 の土 地に帰 ると言 う。MrsPoyserは 彼女 に 自分 の家 を永 久に我 が家にせ よと説得

す るが効果 がない。Dinahが 去 ったあ との 淋 しさを 強調 してMrsPoyserはDinahに

次 の よ うに言 う。
"lf
youdidnameantostaywi'me,you'dbetterneverha'come.The」n

asha'neverhadacushiondon'tmissit."

"N
ay,nay,"saidMrPoyser,whoobjectedtoexaggeratedviews."Thee

mustnasayso..."20

以 上 の 如 くAdamB648に お い て,特 にMrsPoyserの 会 話 に お い て はillustration
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の 使 用 は 様hな 感 情 的 興 奮 を 発 散 さす 媒 体 とな っ て い るが,そ の文 体 効 果 は ど の よ うな も

の で あ ろ うか 。JohnDennisの 次 の こ とば は 参 考 に な ろ う。

Nosortofimagerycaneverbethelanguageofgrief.Ifamancomplains

insimile,Ieitherlaughorsleep.21

111ustrationを 用 い る こ とは 時 に は 高 度 の 修 辞 で あ り,感 情 の 統 制 と精神 的 余 裕 が 必 要

で あ る。 ち な み にHardyのrusticspeechを 眺 め てみ る と,強 意 的 表 現 と して大 い に 活

用 され る も の に 誓 語 を利 用 した 強 調 構 文`1'mdamnedifAisn'tB'の 文 形 が あ る。 こ

れ は衝 動 的,野 生 的 そ して ダ イ ナ ミッ クな 文 体 を つ く りあ げ る。AdayrtL'edeに お い て こ

の表 現 形 式 は一 度 あ ら わ れ る の み で あ り,こ の 作 品 のrusticspeechは 全 体 に あ る程 度 の

感 情 的統 制 が とれ て い る。 そ こに はHardy流 の ユ ーモ ラ ス で 自 由奔 放 な 衝 動 性 は な い。

Hardyに と ってGeorgeEliotのrusticspeechは`small-town'の 人hの こ とば の よ

うに 聞 こ え`unconvincing'で あ った22と い う批 評 も こ の よ うな 点 を指 摘 す る も の と思 わ

れ る。

Hardyは 当 時 の 上 品ぶ る中 産 階 級 の こ とば に 対 抗 す る も の と して,方 言 に 自然 な人 間 性

の 発 露 を求 め,誇 張 的 表 現,ユ ーモ ア,そ して 野 生 味 を 強 調 した の で あ る。 一 方George

Eliotに はHardyに 見 られ る よ うな 社 会 に 対 す る 挑 戦 的 態 度 が な い ば か りか,彼 女 は

AdaynBedeの 中 心 とな るrusticを い つ れ も`respectablepeople'を 自任 す る と ころ の

農 村 の 中 間 層 の者 と し,過 度 な ユ ー モ ア も,野 卑 な 表 現 も さけ た 観 が あ る。MrsPoyser

は こ の`respectablepeople'を 自 任 す るrusticの 典 型 で あ り,`farmer'の 妻 で あ る こ と

を 誇 り と し,か つ そ の 責 任 を 十 分 に わ きま え た女 性 で あ る。 又,不 当 な あつ か い を 受 け た

際 に は,相 手 の身 分 に か か わ りな く自 己 を 主 張 し,筋 の 通 っ た 議 論 を か わ す こ との 出 来 る

女 性 で もあ る。 彼 女 は 決 して 無 知 で 愚 鈍 な 百 姓 女 で は な く威 厳 を持 っ た女 性 で あ り,不 平

不 満 を もむ や み に わ め きた て て発 散 さす の で は な く,機 知 に 託 して 鋭 く相 手 に 訴 え る。 主

人 公Adamも 雄 弁 さに お い てはMrsPoyserに 劣 る が 彼 女 と同 様 の タイ プのrusticで

あ る。

要 す る にA4α 〃z13848に お い てillustrationはrusticspeechに は つ き も の の 強 意 的

表 現 の 要 因 と して機 能 を 果 して お り,そ して そ こか ら生 れ る文 体 に お い ては,衝 動 的 感 情

も露 骨 で 野 卑 に な らぬ よ うに あ る程 度 統 制 され て い る。

最 後 にillustrationの 文 体 機 能 と して 重 要 な イ メ ー一ジに 関 す る考 察 を してお く。

直 喩 を 論 じ る際 に も言及 した ご と く,rusticの 用 い る イ メ ー ジ は 田 園 生 活 を 連 想 させ る

もの が 圧 倒 的 に 多 い が,更 に この作 品 に お い て はdomesticな も の が 目立 つ 。 た と え ば 食

物 に 関 す る イ メ ー ジが あ らわ れ る が,こ れ は い か に も女 性 ら しい観 察 の産 物 で あ る。 用 例

を 少 しあ げ てみ る。

aswhiteasaflicko'newbacon/likethepork/likehavingroastmeatat

threefires/likea1-oafinatinIastyear/nobiggernoradoublecheese/No

morenorthecake'ullcomewi'outtheleaven/Whenyourbroth'sready-made

foryou,youmunswallowthethickenin',orelseletthebrothalone.

又,Adamの 母Lisbethは 亡 夫 の想 い 出 にふ け りつ つ 次 の よ うな こ とば を 吐 くが,こ

の`ハ サ ミ'の イ メ ー ジはDonneの`コ ソパ ス'の イ メ ー ジのdomesticversionと も い

え よ う。

…hecouldnomoreha'donewi'outmenoronesideo'thescissarscan
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dowi'outth'other.23

flda〃LB84`'に あらわれ るrusticimageを 総合すれ ばそ こか ら浮び上 る絵は文字通 り

DutchSchool風 の もので あ り,日 常生活 を詳 細に描写 した一巾 の田園風景画 であ る。

この作 品の 日常生活 との密接 さは,作 者が女性であ るため であるが,何 よ りも重 要な こ

とはrusticspeehに おいて女性が 重要な地位 を賦与 され てい る事 であ る。 言いかえれ ば

脇 役中 にMrsPoyserやLisbethの ごと く重要な女性が存在 す る ことである。 肝心 の女

主人公 であるHettyが ほ とん どしやべ らぬせ いか 脇役 の女性 の会 話体 に対 す る作 者の注

意が特 に 目立つ。 この ような 現象 はHardy小 説には 見 られ ぬ ものであ り,彼 に あって

rusticspeechは 男性的 色彩が 非常 に強 い。

GeorgeEliotは 性別ばか りか個人 色を もことばの中に 織 り込んだ ことは当然 であ る。

語彙 ばか りかイ メージにおいて も話者の職 業,身 分,性 格が反映 され てい る。MrsPoyser

の用 いるイ メージは鋭 い観察力,豊 かな批判 力を備 えた家庭の主婦,農 家 の主婦 の ものに

外 な らない。Adamの 用 い るイ メージは大工 のそ して職人 の もの に外 ならない。

主役 ばか りか,と か く類型的に な りやすい脇役 の会 話体 にまで これ だけ のニ ュア ンスを

つ けた ことは 特筆 に値す る。GeogeEliotの こ とば に対す る感 覚は7玩11.71110〃the

Flo∬ におけ るDodson姉 妹の個性 あふれ る躍動的 な会 話体,そ してM認 〃6〃LCIf"Cjlにお

け る神経 のゆ きとどいた知 的 な会話体 において も精彩 を放 ちつづ けるのであ る。

ともあれAda〃LB84〔 ノにおいては物 語の舞台 とな るHayslopeと い う村 の精神風土 を

代弁す るのがrusticで あ り,作 者は このrusticな る ものを抽象的 な集 団 とわせず にBede

家,Poyser家 に具象化 した。か くして彼 らの ことばはspeech-as-functionで あ ると同時

にspeech-as-an-endで もあ り,非 常 に リアルなそれ 自身 の 存在理 由を もって読者に迫 る

のであ る。
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